
2015年12月4日、東京金融共闘は第３８回総会

を開催しました。総会では全国金融共闘の浦上

議長が連帯のあいさつを行ない加盟組合からの

活動報告が行われ、経験を交流しました。金融

労連東京地連の高橋中執は東京地連が取り組ん

できた業界年齢別最低賃金のとりくみを報告。

また近年の信用金庫業界のあり方について、本

来の協同組織金融機関から逸脱しているのでは

ないかと批判しました。

金融労連、東京地連の高橋です。

金融労連東京地連の活動について発言させて

いただきます。

私たちは基本的に東京地連全体で一つの組合

のようにたたかおうということで、昨年（2014

年）の年末から年始、それから2015年春闘、３

月の期末臨給と夏の臨給と１年間たたかってき

ました。この1年を振り返ると、まず臨給つまり

ボーナスについては、かなり厳しいというのが

実感です。

以前、信用金庫業界では年に３回の臨時給与

が出ていました。信用金庫は基本的に月例賃金

が安いので、その補完としてボーナスを３回出

すということが過去の流れでした。それが景気

が悪い業績が悪いということで削られてきまし

た。

そして、当初臨給は生活給の補完だという位

置づけだったのが、位置づけが変化してしまい、

経営側は利益の配分だという考え方に変わり、

３月の臨給がなくなってきました。しかし、こ

こ数年で少しづつ取り戻してきています。業界

として全体的に３月の臨給が出るという状況に

は、まだなっていませんが、金融労連加盟組合

の中では少しづつですが３月臨給が出てきてい

るという状況にあります。月例給の賃上げを行

わず、臨給で調整することに変化して来ていま

す。

次に、春闘に関して月例給について言います

と賃金体系が非常にわかりにくくなっていると

いうことがあります。私たちは要求として賃上

げは平均で一人誰でも2万円とか要求します。し

かし、賃金体系がわかりにくくされているなか

で２万円上がるということが本当に確認できる

のか、ということを組織の中で話し合い、問題

意識として持っています。

成果主義の中で人事考課によって賃金が減る、

マイナスになるという現象が起きています。賃

上げの２万円が本当に一人一人にとって賃金引

き上げになってるのか。そのことをどう確認を

するのかということが問題となります。

そこで、東京地連としては春闘の中で各経営

に対して生活に必要な最低の賃金の水準を年齢

階層別に「業界年齢別最低賃金」として私たち

の方から提示して、各企業では、それに未到達

の人が何人いるのか、金額にしていくら未到達

なのかを回答しなさい、未到達の労働者をなく

しなさいという運動をここ20年以上続けていま

す。

この業界年齢別最低賃金の取り組みは、男女

格差是正という点でも意味を持ちます。信用金

庫業界でもコース別人事導入が広がっています。

従来の男女差別賃金を一般職と総合職という名

に転化させ、差別を続けることが依然として行

われています。女性の一般職が、東京地連の要

求している最低賃金水準に未到達となる状況が

発生しています。また、採用時の新入職員の月

例賃金で一般職は総合職に比べて約２万円ほど

低いという状況が出てきています。その結果、2

2歳の女性一般職が私たちの求めている年齢別最

低賃金の22歳の水準に未到達となる。ここをど

う突破するのか。

初任給水準が上がってきている中で、一般職

の賃金が抑えられ、私たちの要求している年齢
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金融労連東京地連の活動

東京金融共闘総会（２０１５年１２月）での発言から

金融労連東京地連中執 高橋潔

１、賃金闘争について



別最低賃金以下のままにされている。こういう

状況をどう突破をしていくか考えています。

もう一つは先ほど言いました賃金体系の問題

です。成果主義賃金の名のもとに人事考課をて

こに賃金を引き下げが行われます。ですから、

例えば賃上げで２万円上がったとしても、その

年の人事考課でマイナス評価を受けると、そこ

に食い込んでくるわけですね。場合によっては

下がってしまう。

そういう中で賃金の引き上げ額の要求、つま

りいくら引き上げるかだけでいいのかというこ

とになってきているのです。

やはり賃金体系を変えるような要求をしてい

かなければ、本来の生活給たる賃金の引き上げ

にはつながらない。ということを常に念頭にお

いて、実質的に賃金を引き上げる方向を論議を

して、交渉のなかで追及して行く必要がありま

す。

ここの所が中々突破できないのですが、この

たたかいを粘り強く続けていかない限り、今の

経営側の成果主義の賃金体系では、将来に展望

のもてる賃金を保障されないと思っています。

臨給に戻りますが、夏と今年（2015年）冬の

臨時給与は、先にも言いましたが、改善の兆し

が見えてきています。しかし、過去には2.5ヶ月

から3ヶ月だったところから、不良債権処理や不

況の中で一気に1.5ヶ月とか0.7ヶ月まで落とさ

れた。それを総枠で回復させるにはに至ってい

ないのが現状です。全体的に2.5ヶ月とか３ヶ月

というところに届いていない。少しづつは戻し

てはいますが、まだ過去の水準には届いていな

いという状況ですがこれも粘り強く取り組んで

いきます。

以上が東京地連全体の賃金関係に関する報告

です。

次に、信用金庫、中小金融機関の職場の特徴

についてお話しします。この２年くらいの特徴

として問題だと思っているのはお互いにお客さ

んの取り合いをしているということです。融資

先の取り合いです。その中で金利の引き下げ競

争をしているのです。

信用金庫業界で蛸足の営業になっているので

す。全体として新しいお客さんを増やして業界

全体でみんなで発展をしていくということでは

なくて、弱い金融機関の融資先を悪い言葉で言

えば、盗んでいる。盗む材料は低金利です。金

利を下げるということです。ある信用金庫はそ

のための空中店舗までを出している。

信用金庫という協同組織の本来のあり方から

隔絶して、何でもいい利益が上がればどこでも
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２、地域金融機関・協同組織金融

機関のあり方について

金融労連東京地連の業界年齢別最低賃金要求

東京地連は表に示した業界年齢別最低賃金要求と併せて、臨時雇い、パート、派遣労働者を含め、東京およ

び首都圏の信金信組、関連企業・団体から時給１２００円未満の労働者をなくすことを要求として掲げてい

ます。東京地連定期大会（２０１５年１０月）議案書から



いいということで、なかまであある信用金庫の

融資先をターゲットにして業績を伸ばす。その

ことがいいことだという風潮が業界にも出てい

て、全体的に、そういう流れができています。

そういう金利引き下げ競争の結果として都内信

用金庫の約定金利の平均が２％を割って1.6から

1.7％になっています。そういう中で本業の貸出

による利益は上がっていない。

経営者は本来の業務をコツコツとやっていき

地域の中で信用金庫として協同組合金融組織と

して生き残ると口では言っていますが、ぜんぜ

ん違うことをやっている。

こういうことについては信用金庫業界に対し

て申し入れをしていますが、今の社会状況の中

で、利益が上がることが全てなんだという考え

方が、職員の中にまで入ってきています。 信

用金庫であるのに利益を上げるためには何をし

てもいいんだという風潮が出てきている。そう

いう面では非常に今後に問題が残ると思ってい

ます。

労働組合としても本来の「私たちの仕事は何

なのか？」ということを考えて学んでいかなけ

ればいけない。同時に、実際に職場の中でそう

いう状況が蔓延すれば人間関係がギスギスして、

働き甲斐のある職場や働きやすい職場から、ま

すます遠のいていくという実態も現れてきます。

そういう中でメンタル不全に陥る仲間も相変わ

らず数は減っていません。健康保険組合の調べ

でも一向に減っていないのです。さらにここ数

年ですね。癌にかかる若い仲間も増えてきてい

ます。

そういう面で労働強化が労働者を病気に追い

込み、さらに精神の疾病までを発症させている

のです。働くことによって、人間が幸せになる

はずなのに、働くことによって健康を害し場合

によっては命を落とす、そういう荒廃した職場

になろうとしている。

私たちはそういう流れを食い止めて、本当に

本来の人として働いて、家族を養い、そして社

会に貢献できる仕事をしていきたい。そういう

職場の実現を目指して今後もたたかっていきた

いと思います。
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